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■ 実習創作にあたって：ホスピタリティの構造モデル
　体験学習を用いた「ホスピタリティ」についての学びを紹介する。
　まず、はじめに、「ホスピタリティ」について説明する。ホスピタリティと
いう言葉は英語であり、その語源は、ラテン語の「ホスペス（hospes）」であり、
聖地へ巡礼する者を教会や修道院などで宿泊をさせ、体を休めさせることを意
味する言葉である。ホスピスの派生語としてホスピタル（病院）、ホテル（旅
館）、ホスト（男性のもてなす人）、ホステス（女性のもてなす人）、ホスピス（末
期のがん患者などが心安らかに緩和ケアをする施設）などがある。ホスピタリ
ティの意味として様々な日本語が当てられているが、「訪問者を丁重にもてな
すこと」（大辞林　第３版）をもとにして、ここでは、「対象者に対して心のこ
もったもてなしをすること」とする。そして、ホスピタリティの構成要素とし
て、コミュニケーション、態度、行動、意識などが考えられる。
　次に、ホスピタリティの全体像をつかむために、宇田川・岡崎・三好（2002）
のとらえるホスピタリティの構造を引用する。
■ 実習
実習「たかが声かけ　されど声かけ」
～より実践的なホスピタリティ・マインドの体験学習～
津　村　俊　充
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図１　ホスピタリティの構造　（「ホスピタリティ・トレーニング」宇田川・岡崎・三好（2002）より）
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??????（??????????センタ???）, 12, 124-134.
　宇田川らは、ホスピタリティは、コミュニケーション・スキルとホスピタリ
ティ・マインドから成り立っているとしている。コミュニケーション・スキル
の部分は、相手の話をうなずきながら聴く、目を合わせて話す、好感のもてる
しぐさなど、いわゆる対面しているときに見えたり聞こえたりする部分である。
会話の内容であったり動作であったり、その現れとしての表情であったりする。
ホスピタリティ・マインドの部分は、意識の部分である。寄り添おうとする気
持ちの部分である。対象者に対面しているときに傾聴したり受容したり共感し
たりする自分自身の気持ちや何を大切にしているかといった価値観や態度も含
まれる。
　ラボラトリー方式の体験学習は、「特別に設計された人と人とが関わる場に
おいて、“今ここ”での参加者の体験を素材（データ）として、人間や人間関
係を参加者とファシリテーターとがともに学ぶ（探求する）方法である」（津
村、2008）と定義されている。 “今ここ”での参加者の体験から学ぶものである。
その体験とは、参加者が話している話題やグループで取り組んでいる課題（コ
ンテント）とあわせて、参加者自身の中や、他者とのかかわりの中で、またグ
ループの中で起こる関係的過程（プロセス）への着眼がとても大切になる。津
村（2009）は、コンテントとプロセスの関係を氷山モデルで説明している。
　この氷山モデルに宇田川のホスピタリティの構造を対応させ、宇田川のコ
ミュニケーション・スキルである見たり聞いたりして確認できる部分（具体的
には、身だしなみ、言葉遣い、表情、動作など）をコンテントとして考えた。
また、ホスピタリティ・マインドである他者との関係の中で感じたり気づいた
りしている部分（具体的には、対象者の言動を注視し、その背景に寄り添う姿
勢で、傾聴、共感、受容など）をプロセスとした。そして、宇田川のコミュニ
ケーション・スキルを、ホスピタリティ・スキルとした。ホスピタリティ・マ
インドはそのままホスピタリティ・マインドとした。ホスピタリティをスキル
図２　コンテントとプロセス（グループ・レベル）（津村(2009)より作図）
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の側面とマインドの側面に分割して構造化した。それが図３である。
　ホスピタリティのとらえ方として、店頭での接遇としてトレーニングされる
マニュアル化された振る舞いや言葉がけというよりは、相手に寄り添おうとす
る姿勢そのものに価値を求め、そこから醸し出される振る舞いや言葉がけに重
きを置きたいと考えている。それは、対象者の話に対して気持ちを込めて聴い
て理解しようとするカウンセリング・マインドに近い。そうしたことから、ホ
スピタリティ・マインドの重要な要素を、自己受容、他者受容、共感的態度と
した。ホスピタリティ・マインドの根底には、自分自身の良いところも悪いと
ころも受け入れ（自己受容）、対象者に対しても、その人の良いところも悪い
ところも受け入れ（他者受容）、そして、共感する態度で対象者に対して理解
して対応していく（共感的態度）、という姿勢を位置づけている。
　とは言え、心のこもったもてなしは、心の中（マインド）で寄り添う気持ち
に満たされ、その表現として言葉がけやしぐさが伴うものであるので、ホスピ
タリティ・スキルとホスピタリティ・マインドは一体となったものであり、決
して独立して成り立っているものではない。
■　実習の特徴として：ホスピタリティを学ぶ二重構造
　本実習は、ホスピタリティ・スキルの部分、つまりコンテントと、もう一面
のホスピタリティ・マインドの部分、つまり参加者の体験プロセスから学ぶこ
との二重性をもたせた体験学習である。
　実習のねらいは、「グループで、コンセンサスによる話し合いをする中で、
自分や他者がどのような働きかけ（声かけ）をしているかに気づく」といった
プロセスの中での気づきに焦点をあてることと、具体的な行動として望ましい
と思われる要素も含めた「話し合いにおいて、メンバーに対して寄り添う気持
ちで相手の話を聴き、自分の思いも伝える」といったねらいの項目も付記した。
　実習の課題は、「集いに遅れて来た方に対しての声かけ」など、ある状況を
設定して、そこでの望ましいと思われる声かけを５つの選択肢からまず自分で
図３　ホスピタリティの構造（鯖戸，2011）
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選んだ後、グル―プで話し合って、グループとして望ましいと思われる言葉が
けを合意形成しながら決定していくものである。合意形成といっても、これが
正解だ、という合意ではない。状況やかかわる人との関係性によるとこの場合
はこちらが望ましいことと考えられるといった合意形成である。
　グループ討議の過程において、メンバーの言動として「そうだね、相手の顔
を見ながら声をかけることって大事だよね」とか「傾聴して受け入れるといい
よね」とか「上から目線の否定的な言い方はまずいね」とか「相手と自分との
関係性やその場の状況により微妙に声かけが変わるね」などの会話がなされ、
ホスピタリティを考えながら、“今ここ”での体験として相互にホスピタリティ
を学んでいくことが期待されている。
　次に、グループで選択した結果を発表してもらう。これは正解のない合意形成
であるので、グループごとに選んだ声かけは、異なるであろうが、それでいい。
そこで、ホスピタリティに必要な資質や心がけることを実習参加者の発言から拾
い出し、傾聴や共感的理解などが大切であることを確認して、その理論的な裏付
けを紹介する。それはコンテントしてのホスピタリティを学習する上において、
有意義なグループワークとなる。ここまでの学びが第一段階である。
　結果の発表後に、ふりかえりシートを配布して、“今ここ”での話し合いにお
いてメンバー一人ひとりがどのようにグループ討議の中でいたのか、一人ひと
りのホスピタリティがどのようであったかをふりかえるのである。つまり、ホ
スピタリティについてグループで話し合うと同時に、そのときの自分の声のか
け方や態度にホスピタリティがあったかどうかをふりかえるのである。
　ふりかえるポイントとしては、「あなたは、メンバーに対して寄り添う気持
ちで話すことができましたか」、「話し合いの中でうれしかったことはどんなこ
とでしたか。具体的に書いてください」などである。自分の意見を主張するあ
まり、メンバーの意見を聴くことができなかった自分に気づいたり、メンバー
が受け入れてくれている態度によって、すごく話しやすくなったりという体験
をふりかえる。これらの相互の体験のわかちあいを通して、相互に受け入れよ
うとする姿勢が大切であることを学んでいく。そのことを、体験を通して（身
をもって）気づくことで、学びが深まるのである。
　マニュアル化された礼儀作法や言葉がけより深い、相手に寄り添おうとする
マインドの部分に気づいていくことを期待している。そのように切り込んでい
くふりかえりの部分がとても重要であり、このような仕掛けがあるので、二重
構造の体験学習とよんでいる。
　ラボラトリー方式による体験学習の場合、実習の課題は、“今ここ”での共通
体験とその後のふりかえり、わかちあいに重きを置いているため、直接現場で
の課題を扱うよりは日常とは異なる状況を想定した課題を設定することが多
い。しかし、ここで紹介した実習は、福祉の現場などで起こりうる状況を課題
としているのでリアリティがあるのが特色である。その意味でも、コンテント
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しての学びも現場に活かすことができると考えている。
■　実習の対象
　・ 福祉関係の職場で働く人を対象に考えているが、他者に対して丁寧に関わる
ことを学びのテーマとしたい成人の人たちを対象に実施することができる。
　・ 高校生や大学生などの人と関わることの大切さを学んでもらいたい時にも
実施するとよいだろう。
ねらいの例
・ グループで、コンセンサスによる話し合いをする中で、自分や他者がどのよ
うな働きかけ(声かけ)をしているかに気づく。
・ 話し合いにおいて、メンバーに対して寄り添う気持ちで相手の話を聴き、自
分の思いも伝える。
（上記のねらいは，学習者の状況に合わせて表現を変える必要あり）
グループサイズ
１グループ　４名～６名。グループ数はいくつでも可能。
所要時間
90分（ふりかえりや小講義の時間をていねいにもつと、もう少し時間がかかる
だろう）
準備物
１．指示書（資料１）　各自に１枚
２．「たかが声かけ　されど声かけ」課題シート（資料２）各自に１枚
３．コンセンサスの留意点（資料３）　各自に１枚
４．ふりかえり用紙（資料４）　各自に１枚 
会場の設定
　移動可能な机と椅子を使用することが望ましい。個人決定時には、それぞれ
離れた席で個人決定を行ってもらい、グルーピング後は，グループのメンバー
が机をはさんでお互いに向かい合える状態になれるよう（グループ形式）に設
定する。
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手順
１．導入　指示書（資料１）を配布し，ねらいと実習の手順を説明する。
２．個人決定　課題シート（資料２）を配布して、個人決定の時間をとる
３． グルーピング　何らかの方法でグループ分けを行い，グループの場所をセッ
ティングするように伝える。お互いに初めて会う場合は自己紹介の時間を
設ける。
４． 課題の導入　コンセンサスの留意点（資料３）を配布し，コンセンサスを
する際の留意点について説明をする。
　　 　話し合いの時間は、20分間とする。様子をみて、討議のために時間が必
要そうならば、もう少し時間を確保する。
５． 結果発表　グループごとに選択した回答発表をする。＜10分：グループ数
により変動あり＞
６．ふりかえり用紙（資料４）記入　　＜10分＞
７．グループでのわかちあい　　＜15～20分＞
８．全体でのわかちあい　　　＜５～10分＞
ファシリテーションのポイント
○ 二重構造をもった実習であることの理解
　実習が二重構造をしているので、この実習を進める際に、その点をよく理解
しておく必要がある。まず、５つの状況（Ａ～Ｅ）の中でどの声かけが望まし
いかを個人決定をした後に、コンセンサス（合意形成）の留意点について説明
をする。そして、グループの課題は、グループでコンセンサスに導く話し合い
を通して、グループの結論を導き出すことである。
　一方で、この実習のねらいは、「グループで、コンセンサスによる話し合い
をする中で、自分や他者がどのような働きかけ（声かけ）をしているかに気づ
く」ことであり、「話し合いにおいて、メンバーに対して寄り添う気持ちで相
手の話を聴き、自分の思いも伝える」ことである。グループの話し合いの中で、
自分が他者にどのような働きかけ（声かけ）を実際に行っているかに気づくこ
とが学習の焦点になる。課題を理解してもらうことと、同時にこの学習のねら
いを参加者に丁寧に語り、実習の意図することをしっかりと理解しておいても
らう必要がある。そのためには、実習の前に、「コンテントとプロセス」に関
する小講義なども実施することも効果的であると考えられる。
○正解のないコンセンサス実施について
　コンセンサス実習を行うと、どうしても何が正解であるかといったことに議
論が集中する可能性がある。また、グループでしっかりと話し合えば合うほど、
その思いが強くなる可能性がある。実習のはじめに、正解がない課題であるこ
と、グループとして一つの意思決定をすることの大切さを強調してグループ討
議を始めてもらうことが大切である。また、話し合った結論（意思決定結果）
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を各グループに発表してもらい、各グループの主張をファシリテーターはしっ
かり取り上げ、それぞれに意味あるものとして、受けいれる必要があるだろう。
○ファシリテーターのホスピタリティ・マインドが試される
　ラボラトリー方式の体験学習を実施する際に、ファシリテーターにとって厳
しい現実が待っている。それは、この実習が二重構造になっているという記述
をしたが、ファシリテーターにとっては、参加者に伝えたいメッセージ性のあ
る実習教材を使うと、絶えず参加者とファシリテーターとのかかわりのありよ
う（プロセス）が問われることになる。すなわち、参加者が研修会場に入って
きてから、会場を離れていくまでのプログラムの実施の中でファシリテーター
のホスピタリティ・マインドはどうであったか、ファシリテーターの働きかけ
（声かけ）はどうであったかをファシリテーター自らに問いかけている必要が
ある。参加者に、前述の「自分自身の良いところも悪いところも受け入れ（自
己受容）、対象者に対しても、その人の良いところも悪いところも受け入れ（他
者受容）、そして、共感する態度で対象者に対して理解して対応していく（共
感的態度）、という姿勢」は、ファシリテーター自身にあったのかと。
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㸲㸬᫬㛫ࡣ㸰㸮ศ࡜ࡋࡲࡍࠋ

－131－
㻌‒㸰ᩱ㈨
‒ ‒ ‒᫆ᛢⅥↀⅺ٣↘↻ↄ⅚ↀⅺ٣ⅻⅺ↎Ⅴ

‒↕ↆݣ↚≌ˊബ≓≕≋૾↎ⅼ↕↻᡿↚ⅳᨼ≑≤
 ࠋࡒ࠺࡝࡟ࡽࡕࡇ࡚ࡋࢆ௜ཷࠋࡍࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡼࡣ࠾㸬㸯
ࠋࡃ࡞㓄ᚰࠊ࡛ࡢࡍ࡛ࢁࡇ࡜ࡓࡗࡲጞ௒㸬㸰
ࠋࢃࡓ࠸࡚ࡋ㓄ᚰ࠿ࡢࡓࡗ࠶࠿ఱ㸬㸱
ࠋࡼࡢ࠸࡚ࡗᚅ࡞ࢇࡳࠊࢇࡉۑۑ㸬㸲
ࠋࢃ࠸ࡓࡀࡾ࠶࡜ࡿࡅࡔࡓ࠸࡚ࡋ⤡㐃ࡣࡁ࡜ࡿࢀ㐜㸬㸳

‒↕ↆݣ↚≌ˊബ≓≘≋૾ⅳⅾ↚ⅼ↖ࣖݣ↚∆∞⇘↖ⅳᨼ≑≥
 ࠋࡼࡍ࡛࠸࠸ࡤࢀࡸ࡛ࡲࢁࡇ࡜ࡿࡁ࡛ࠋࢇࡉۑۑ㸬㸯
ࠋ࡚ࡅ࠿ኌࡤࢀ࠶࠿ఱࠋࡼࡍ࡛࠸࠸࡛ࢀࡑ㸬㸰
ࠋࡼࡍ࡛࠸࠸ࡶ࡚ࢀࡲఇ࡛࠸࡞ࡋࢆ⌮↓㸬㸱
ࠋࡡ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗࡸ࡟࠺ࡼࡢࡇ࡚ࡗᙇ㡹㸬㸲
ࠋ࠿ࡍࡲ࠸࡚ࡁ࡛ゎ⌮ࢆᐜෆࡢ࣒࣮ࢤࠋࢇࡉۑۑ㸬㸳

‒↕ↆݣ↚≌ࢸЭബ≓≔≋૾↎ↆْ⇁ཋ↖ॖදɧ↚ⅼ↗↝ⅳᨼ≑≦
ࠋࡻࡋ࡛ࡢ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡓࡋቯ࡚ࡗᛮ࡜࠺ࡑቯࠋࡼࡍ࡛࠸࠸㸬㸯 
ࠋ࡚ࡗᢅ࡟஦኱ࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡢࡶࡢⓙ㸬㸰 
ࠋ࠿ࡍ࡛ࡓࡗ࠿࡞ࡣᡃ᛹㸬㸱 
ࠋࡡࡢࡓࡗ࠿ᝏࡀࢁࡇ࡜ࡓ࠸⨨ࡢࡕࡓ⚾㸬㸲 
ࠋࢃࡿࢀቯࡣ࠿ࡘ࠸ࠊࡢࡶࡿ࠶ᙧ㸬㸳 

‒↕ↆݣ↚≌ˊബ≓≚≋૾ⅳ᡿ⅻʙ᫢⅚↕ⅳ↖⇂֣↱↖↭↓ⅳ⅚↖∞⇥∙⇡⇟⇹∞⇛⇊⇭≑≧
         ࠋࡼࡍ࡛࠺ࡑࡋ࠸࠾ࠊࡎ࠿࠾ࡢḟ㸬㸯
ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛ࢇ㎸ࡳ㣧ࢁࡑࢁࡑ㸬㸰
ࠋࡡ࡚ࡋࡃ᪩ࠊࡽ࠿ࡿᅔࡀேࡢࡅ௜∦㸬㸱
        ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡳ㣧ࡶ≀Ồ㸬㸲
ࠋࡼࡍࡲ࠸࡚ࡗࢃ⤊࡭㣗ࠊࢇࡉⓙࡢࡾ࿘㸬㸳

‒↕ↆݣ↚≌ˊബ≓≚≋૾↎→ᚕ↗Ⅵⅳ↎↚രⅵ↱Ⅴ⅚↖ᚨ଀ᅍᅦᜱʼ≑≨
ࠋࡼࡢࡿ࠸ࢇࡉࡃࡓࡶே࠸࡞ࢀࡽࡁ⏕ࡶ࡚ࡃࡓࡁ⏕㸬㸯
ࠋ࠿ࡍ࡛ࡢࡓࡗ࠶ࡀఱࠋ࡚ࡋ࠺࡝㸬㸰
ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡾᙇ㡹࡛ࡲࡿ᮶ࡀ࠼㏄࠾㸬㸱
ࠋࡻࡋ࡛࣓ࢲࡣ࡚ࡗゝ࡜ࡇ࡞ࢇࡑ㸬㸲
ࠋࡃ⫈ࢆヰࡽࡍࡓࡦࠊ࠸ゝ࡜ࠖࡡࡍ࡛࠸ࡽࡘࠕ㸬㸳

⪃ཧࠖࢡࢵࣈࢻࣥࣁ⟅ᛂ࣭ࡅ࠿ኌࡢࡵࡓࡢ⫋㛛ᑓㆤ௓⥆ࠕ ⴭᶞⱱゼㄶ 㒊୍
ᢥ㑅ࡢࣉ࣮ࣝࢢ ᢥ㑅ࡢࡋࡓࢃ
ᢥ㑅ࡢࣉ࣮ࣝࢢ ᢥ㑅ࡢࡋࡓࢃ
ᢥ㑅ࡢࣉ࣮ࣝࢢ ᢥ㑅ࡢࡋࡓࢃ
ᢥ㑅ࡢࣉ࣮ࣝࢢ ᢥ㑅ࡢࡋࡓࢃ
ᢥ㑅ࡢࣉ࣮ࣝࢢ ᢥ㑅ࡢࡋࡓࢃ
－231－
‒㸱ᩱ㈨
ໜॖသ↝ᨥ↺ↈ⇁ܭൿׇᨼ↺↷↚⇟⇛∙⇡∙⇙
 

ࠋࡍ࡛ᐃỴࡢࡓ࡞࠶ࠊࡣᐃỴேಶࡢ࡛Ⅼ᫬ࡢ௒
࠸ࡘ࡟ࡘ࡜ࡦࡘ୍ࠊࡀࡍࡲࡋࢆᐃỴᅋ㞟ࡿࡼ࡟㸧ពྜࡢဨ඲㸦ࢫࢧࣥࢭࣥࢥࠊࡽ࠿ࢀࡇ 
ࣥࢭࣥࢥࠋࡍ࡛ࡅࢃࡿ࡞࡜ᐃỴࡢࣉ࣮ࣝࢢ࡚ࡵࡌࡣࠊ࡚ࡋពྜࡀ࣮ࣂ࣓ࣥྛࡢࣉ࣮ࣝࢢ࡚
ࡿᚓࢆពྜ࡞඲᏶ࡢேྛࠊࡀᐃỴࡢ࡚࡭ࡍࠊ࡚ࡗᚑࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ࡛᫆ᐜࢇࢁࡕࡶࡣࢫࢧ
ࡆୖࡾసࢆᐃỴࡿᚓࡋ♧ࢆពྜࡢᗘ⛬ࡿ࠶ࡶ࡜ࡃ࡞ᑡࠊࡀࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠿࠸࡞ࡁ࡛ࡣ࡜ࡇ
ࠋ࠸ࡉୗ࡚ࡋຊດ࡟࠺ࡼࡿ
ࡿࡍᙇ୺ࢆ࠼⪃ࡢศ⮬ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗྜࡋヰศ༑ࠊ࡛ࡲࡿࡍᚓ⣡ࡀဨ඲࣭
ᒙ୍ࡾࡼࡶ࡜ࡇࡿࡅഴࢆ⪥࡟࠼⪃ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡢ௚ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࢀࡑࠊࡀࡍ࡛ษ኱ࡀ࡜ࡇ
ࠋࡍ࡛ษ኱

ࠋࡍ࡛࡜ࡇ࠸࡞ࡽ࡞࡟தㄽ࡚ࡋᇳᅛ࡟࠼⪃ࡢศ⮬࣭

ࡋฟࢆẼຬࠊࡀࡍ࡛ࡢࡶ࠸ࡃ࡟࠸ゝࡀぢព࡜ࡿ࡞࡟ὴᩘᑡࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛࠸࡞ࡋࡣỴᩘከ࣭
ࡆᗈࢆᖜࡢ࠼⪃ࡢ࠸஫ࠊࡃ࡞࡛ࡢࡿ࡞࡟㨱㑧ࡢ࠸ྜࡋヰࡣぢពᩘᑡࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋヰ࡚
ࠋࡍ࡛ࡁ࡭ࡿࢀࡉ㏄Ḽࢁࡋࡴࠊ࡛ࡢࡶࡿࢀࡃ࡚

༠ጇ࡟᫆Ᏻࠊࡀࡍ࡛ࡢ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋࢆ༠ጇࡀ࠿ㄡࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍ࡟ࡘ࡜ࡦࢆᐃỴ࣭
ࠋࡍ࡛ษ኱ࡀ࡜ࡇࡿㆡ࡚ࡋᚓ⣡ศ༑ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛࠸࡞ࡋ
－331－
㻌‒㸲ᩱ㈨
‒ ‒↹ⅷⅺ↹↤Ⅵↀⅺ٣↘↻ↄ⅚ↀⅺ٣ⅻⅺ↎Ⅴ

ಀ㛵ࡢኈྠ࣮ࣂ࣓ࣥࡢ୰࠸ྜࡋヰࠊࡃ࡞ࡣ࡛ᐜෆࡢ࠸ྜࡋヰࡓࢀࡉࢃ஺࡛୰ࡢࣉ࣮ࣝࢢ
ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋฟࡁ᭩ࢆ࡜ࡇࡓ࠸࡙Ẽ࡚࠸ࡘ࡟࡜ࡇࡢグୗ࡚ࡏᐤࢆ࠸ᛮ࡟

ࠋ࠿ࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍヰ࡛ࡕᣢẼ࠺ῧࡾᐤ࡚ࡋᑐ࡟࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡣࡓ࡞࠶㸬㸯
ศ༑            ศ༑୙
㸴̿̿㸳̿̿㸲̿̿㸱̿̿㸰̿̿㸯
ࠊࡣ⏤⌮ࡢࡑ




ࠋ࠿ࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡃ⫈࡛ࡕᣢẼ࠺ῧࡾᐤࢆ࠼⪃ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡣࡓ࡞࠶㸬㸰
ศ༑            ศ༑୙
㸴̿̿㸳̿̿㸲̿̿㸱̿̿㸰̿̿㸯
ࠊࡣ⏤⌮ࡢࡑ




ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠸᭩࡟ⓗయලࠋ࠿ࡓࡋ࡛࡜ࡇ࡞ࢇ࡝ࡣ࡜ࡇࡓࡗ࠿ࡋࢀ࠺࡛୰ࡢ࠸ྜࡋヰ㸬㸱





ࠋ࠿ࡍ࡛࡜ࡇ࡞ࢇ࡝ࡣ࡜ࡇࡿࡏ࠿ά࡟ศ⮬ࡢࡽ࠿᪥᫂㸬㸲
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